
 

 

第６回 足立区パラスポーツ推進協議会 会議録 

会 議 名 第６回足立区パラスポーツ推進協議会 

事 務 局 生涯学習支援室 スポーツ振興課 

開催年月日 令和７年６月 12日（木） 

開 催 時 間 午前 10時 00分 ～ 午前 11時 05分 

開 催 場 所 足立区役所 ８階 特別会議室 

区長の出席 有・無 

出 席 者 

会長 

盆子原 秀三 委員 

副会長 

藤後 悦子 委員 

副会長 

植松 隼人 委員 

飯ケ谷 美惠 委員 鵜沢  勝 委員 加藤 仁志 委員 

鈴木 真理子 委員 桑原 芳枝 委員 小金井 寛 委員 

齋藤 安江 委員 佐藤 奈緒 委員 照井 智幸 委員 

戸部 明男 委員 中島  進 委員 中村 一昭 委員 

髙橋 至和子 委員 羽住 敏久 委員 原  則子 委員 

永島 崇子 委員 茂木 聡直 委員 伊東 貴志 委員 

欠 席 者 

副会長 

安岡 由恵 委員 
鈴木 常義 委員 西方 雅良 委員 

森澤 美穂 委員 馬場 優子 委員  

会議次第 

１ 新任委員の委嘱 

２ 人事異動に伴う新たな事務局職員の紹介 

３ アクションプラン最終案の確認 

４ その他 

５ 次回日程について 

配付資料 
・資料１ 足立区パラスポーツ推進協議会委員名簿 

・資料２ 足立区パラスポーツアクションプラン（案） 

そ の 他 
傍聴人：有・無 

その他の参加者：有・無 
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（審議経過） 

＜原田スポーツ振興課長＞定刻でございますの

で、ただいまから第６回足立区パラスポーツ推進

協議会を開催させていただきます。 

 本日は、お忙しいところご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。 

 私、４月よりスポーツ振興課長を務めさせてい

ただいております原田と申します。どうぞよろし

くお願いいたします。 

審議が始まるまでの間は私が司会進行を務め

させていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。着座にて失礼いたします。 

 本日は、委員 26名のうち 21 名の委員にご出席

いただいておりますので、定足数である過半数を

満たしており、本協議会は成立しております。 

 本協議会は条例で公開を原則としており、会議

記録はホームページ等で公開させていただきま

す。会議記録を正確に作成するために、皆様のご

発言を録音させていただいております。 

 前回の第５回パラスポーツ推進協議会の議事

録案につきましては、事前に郵送させていただい

ておりますけれども、内容の修正がございました

ら、お手数ですが、６月 30 日までに事務局まで

お申し出ください。 

 ご発言の際は、恐れ入りますが、挙手をお願い

いたします。お名前をお呼びいたしますので、お

手元のマイクのスイッチを押して発言をお願い

いたします。ご発言が終了しましたらスイッチを

お切りください。マイクのスイッチ操作について

は、近くの係員がサポートさせていただきます。 

 なお、本日は傍聴の方が２名いらっしゃってお

ります。 

 また、公開はいたしませんが、記録のために写

真撮影をさせていただきますので、ご了承くださ

い。 

 

１ 新任委員の委嘱 

 

＜原田スポーツ振興課長＞それでは、まず初めに、

委員の方並びに人事異動により変更のありまし

た委員の方を紹介いたします。 

資料１をご覧ください。委員名簿の順番にお名

前をお呼びいたします。恐れ入りますが、その場

でご起立をお願いいたします。 

 足立区肢体不自由児者父母の会会長、鈴木真理

子様です。 

＜鈴木委員＞皆様、よろしくお願いいたします。 

＜原田スポーツ振興課長＞続きまして、足立区ス

ポーツ協会常務理事、髙橋至和子様です。 

＜髙橋委員＞髙橋と申します。競技スポーツはな

ぎなたをしております。どうぞよろしくお願いい

たします。 

＜原田スポーツ振興課長＞続きまして、４月から

地域のちから推進部長を務めております茂木聡

直です。 

＜茂木委員＞茂木です。どうぞよろしくお願いし

ます。 

＜原田スポーツ振興課長＞４月から福祉部長を 

務めております伊東貴志です。 

＜伊東委員＞伊東でございます。よろしくお願い

いたします。 

＜原田スポーツ振興課長＞次第の１は以上にな

ります。 

 

２ 人事異動に伴う新たな事務局職員の紹介 

 

＜原田スポーツ振興課長＞それでは、次第の２に

移らせていただきます。 

４月より事務局を担当するスポーツ振興課職

員も変更となっております。 

改めて、スポーツ振興課長の原田と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

続きまして、パラスポーツ推進担当係長の吉野

でございます。 

＜吉野パラスポーツ推進担当係長＞パラスポー

ツ担当の吉野と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

＜原田スポーツ振興課長＞続きまして、次第の３、

ここからは具体的な審議に移らせていただきた

いと思います。 

 盆子原会長、進行をお願いいたします。 

＜盆子原会長＞盆子原でございます。よろしくお

願いいたします。 

 東京も梅雨に入りまして、今日はどうかなと思

っておりましたが、晴れて本当に安堵しておりま

す。お集まりいただきまして、本当にありがとう

ございます。 

 今回が第６回目の会議となります。パラスポー

ツミーティング第５回会議を経て、現在、何が課

題であるのかが大分絞り込まれてきたと感じて

おります。また、互いの立場は違えども、何を実

現しようとしているのかは同じであります。それ

については共通認識が深まってきたと感じてお

ります。 

今回の会議は、これまでの会議で協議されまし

たアクションプランの最終確認作業となります。

このアクションプランというのは、目標達成のた

めに、具体的に誰がいつまでに何をすべきかを明

確にする行動計画です。それをある程度は想定し

ながら確認作業ができたらなと思っております。

今まで以上に皆様方より一層のご意見を賜りま

すように、よろしくお願いいたします。 

 

３ アクションプラン最終案の確認 

 

＜盆子原会長＞それでは、本日の審議に入ります。
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次第の３番「アクションプラン最終案の確認」に

ついて、事務局より説明をお願いいたします。 

＜原田スポーツ振興課長＞それでは、私からご説

明いたします。 

 事前にお送りしました資料２の「足立区パラス

ポーツアクションプラン案」をご覧ください。 

 これまでは、委員の皆様には部分的な内容につ

いてご議論いただきましたが、アクションプラン

全体を通して、矛盾が生じていないか、不足して

いる点がないかなどの確認を事務局で行い、内容

修正を行いました。 

軽微な文言修正や記載方法の変更については

ご説明を割愛させていただきまして、大きな変更

点を中心にご説明させていただきます。 

まずは３ページをお開き願います。 

前回までは、計画期間を令和７年度から８年度

の２年間とさせていただいていたのですけれど

も、令和９年度までの３年間に計画期間を変更い

たしました。 

変更の理由といたしましては、上位計画でござ

います運動・スポーツ推進計画の改定の後に内容

を確認した上で、本アクションプランの見直しを

したほうがいいという判断をさせていただきま

して、計画期間を２年から３年に変更いたしまし

た。 

続きまして、同じく３ページ目の「５ 計画の

見直し」と「６ 進捗管理」でございます。前回

までは、「進捗管理と見直し」という項目で合わ

せて記載しておりましたが、より分かりやすくす

るため記載を分けました。内容につきましては、

大きく変更はございません。 

続きまして、７ページ目をお開きください。 

これまでと現在の取組を記載しております。前

回までは片面のページに令和４年度までと令和

５年度の取組をまとめて記載しておりましたが、

見開き１ページに変更いたしました。記載内容に

ついては変更ございません。 

続きまして、12 ページをご覧ください。 

１点目ですが、上から２段目の左から２列目の

記載でございます。施策の柱Ⅱの施策１ですが、

前回までは「施設整備」の「施設」の後に（ハー

ド面）という記載をしておりましたが、削除いた

しました。同様に、２の「サークル活動」の後に

（ソフト面）と記載していましたけれども、そち

らも削除いたしました。 

理由といたしましては、ハードとソフトという

記載がなくても内容が分かるため、削除させてい

ただきました。 

さらに、右の枠の主な事業の２の「サークル活

動」の記載箇所に（ソフト面）と同様の記載がご

ざいますけれども、こちらも削除いたしますが、

現在、削除漏れとなっております。申し訳ござい

ません。 

２点目です。表の説明を注釈として一番下に追

記いたしました。また、前回の資料では、欄外に

「障がい者理解の促進」に関する用語説明を注釈

として記載しておりましたが、表の説明とは関係

しない部分となっておりましたので、削除いたし

ました。 

続きまして、14 ページをご覧ください。 

こちらにも（ハード面）と（ソフト面）の記載

がありますので、こちらも削除漏れとなります。

申し訳ございません。こちらも削除いたします。 

続きまして、18 ページをご覧ください。 

右上の欄外に、「令和９年度の最終目標値は上

位計画である運動・スポーツ計画の改定時（令和

８年度）に設置する」と記載を追加いたしました。

前回までは本アクションプランの改定を８年度

までとしておりましたが、９年度の改定と変更し

たために追記いたしました。上位計画である運

動・スポーツ計画が８年度に改定されてから、本

アクションプランの９年度の目標を設定したい

と思っております。 

同じページの２段目にパラスポーツミーティ

ングの指標が記載されておりますけれども、前回

までは活動指標を参加者数としておりましたが、

開催回数も指標として追加いたしました。 

３段目でございます。各活動主体間の情報共有

手段の構築と運用についてですが、活動指標をホ

ームページの更新回数としておりましたが、ホー

ムページの閲覧件数も活動指標として追加いた

しました。 

また、各事業の目標値についてですが、前回ま

で未記載の箇所が幾つかございましたので、令和

６年度事業の数値を確定したというところで、記

載や追加、修正しております。 

続きまして、26 ページをご覧ください。 

一番上の段のあだちスポーツコンシェルジュ

の活動指標でございます。こちらは前回までは上

位計画で定めた内容を記載させていただいてお

りましたけれども、現在の状況と乖離が大きいた

め、活動指標を「相談件数」と「相談後、活動に

つなげた割合」に変更いたしました。 

続きまして、28 ページをご覧ください。 

２段目の支援人材への協力依頼ですけれども、

前回までは活動指標を「協力件数」としておりま

したが、「協力者数」を追加いたしました。 

続きまして、29 ページ目をご覧ください。 

欄外に総合型地域クラブのオリ・パラレガシー

事業について内容説明の注釈を追記いたしまし

た。 

続きまして、33 ページをご覧ください。 

資料編につきましては、前回までの資料では一

部未記載であったのですけれども、こちらのペー

ジで関係する法令ですとか国の動向をまとめて

おります。 
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続きまして、36 ページでございます。 

区のスポーツ施設の一覧を記載しております。 

37 ページですが、アクションプランのこれま

での審議内容を記載しております。 

38 ページですけれども、本推進協議会の条例

を記載しております。 

最後になります。40 ページには委員名簿を記

載しております。 

以上でございます。 

＜盆子原会長＞ご説明ありがとうございます。 

 計画期間においては、令和７年度から９年度ま

での３年間に変更したということ。各事業での詳

細な設定が幾つか文面として出されましたが、今

の説明についてご意見やご質問などはございま

すでしょうか。質問がある方は挙手をお願いいた

します。 

佐藤委員。 

＜佐藤委員＞親の会の佐藤です。 

 24 ページですけれども、障がい者向けプログ

ラムの年間実施回数というのが、６年度の現状は

77 回で、令和７年度目標 50 回、令和８年度が 150

回という目標の数字が下がったり上がったりし

ているのはどうしてなのかなということと、すみ

ません、ちょっと細かい話なのですけれども、区

でやっていただいているボッチャひろばの開催

なんかは３番とかに入るんですかね、障がいのあ

る方の運動・スポーツ教室みたいなところに。ボ

ッチャひろばを年間やっていただいているので

すけれども、その日程が教育委員会でやっていた

だいている日曜教室と丸かぶりで、日曜教室に参

加している人が、ボッチャひろばへ行きたくても

参加できないんですというような声がちょっと

あったので、ほかの部署でやっていることと日程

を確認し合っていただければいいのかなと思い

ました。 

もう１点、障がい者運動教室の事業所向けとい

うのもやっていただいているんですけれども、こ

ちらも時間とかが決まっているので、事業所って

通所施設だと思うんですけれども、通所の時間に

よっては参加できない時間だなとちょっと思っ

たので、そのあたりをいろいろな人が参加できる

ような日時の設定があるといいのかなと思いま

した。 

＜原田スポーツ振興課長＞スポーツ振興課長の

原田です。 

先に最後のご質問、ご意見のところにつきまし

て、申し訳ございません、日程が重なってしまい

まして、本来であれば参加いただける方も参加で

きない状況になってしまっていることをおわび

申し上げます。改めて次回やるときには、日程の

調整しっかりさせていただきまして、いろいろな

方が参加できる事業にしてまいりたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

そちら以外につきましては担当からご説明さ

せていただきます。 

＜岩田パラスポーツ推進担当係長＞パラスポー

ツ推進担当、岩田と申します。よろしくお願いし

ます。ご質問ついて私からお答えいたします。 

１つ目のご質問で、障がい者向けプログラムの

数値が、６年度は 77、７年度は 50、令和８年度

は 150 となっているのかどうかというご質問で

すけれども、前回の資料がお手元にないのでご確

認が難しいとは思うのですが、前回は６年度の数

値が未記載で、７年度が 50回、８年度が 150 回、

このように設定をさせていただいておりました。 

ですけれども、令和６年度は、統計を取ったと

ころ、指定管理の方々に非常に頑張っていただい

て、実際は 77 回やっていたということが分かり

ました。ですので、令和７年度は 50 回と設定を

してはおりますが、もうちょっと頑張れるという

ことであれば、目標設定の変更を検討したいと思

います。 

２つ目、３つ目の質問ですけれども、スポーツ

振興課長からも話がありましたが、今年度につき

ましては、体育館の空き状況ですとか委託業者さ

んとの打合せが済んでいるものですから、変更が

ちょっと難しい状況ではありますけれども、来年

度また検討する際には、ほかの催し物とかぶらな

いように調整をさせていただきますので、よろし

くお願いいたします。 

以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。目標達成

という数字としては、これは達成されているわけ

ですが、次の年は少し上げていくということの考

えでよろしいでしょうか。分かりました。 

そのほかございますでしょうか。 

＜藤後副会長＞藤後です。よろしくお願いいたし

ます。 

数字に関してですけれども、目標値を上げてい

くというところもそうなのですが、例えば 24 ペ

ージの活動指標の３番、令和７年度が 66 回の実

施回数を目標としていて、令和８年度も同じよう

な 66 回という数値。また 26 ページのあだちスポ

ーツコンシェルジュの現状値が 75％で、令和７

年度も 75％となってしまいますと、区民評価で

確実に指摘されると思うのです。ですので、先ほ

どお話しいただいたように、もう一つ上の数値を

ぜひ目指していただければとお願いしたいと思

います。 

もう１点、教えていただきたいのですけれども、

この報告書自体は、例えば視覚障がいの方々とい

うのは読めるような配慮ということはなされて

いるものなのでしょうか。教えていただければと

思います。 

＜岩田パラスポーツ推進担当係長＞引き続き、担

当の岩田から回答させていただきます。 
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数値目標で７年度と８年度が同じ数値になっ

ているものにつきましては、これは事務局のほう

でも大変悩んでいるところではあるのですけれ

ども、当然目標まででいいだろうとは思ってはい

なくて、それを超えることを目標にはしておりま

すけれども、費用がかかるものですとか、そうい

ったものもひっくるめて無責任にただ上げてい

くという目標を掲げられないのが実情で、当然こ

れを超えるような実績を積んでいきたいとは考

えております。 

２つ目ですけれども、今この委員の中にも目の

不自由な方がいらっしゃっていて、その委員には

Word データでテキストに全て置き換えて、表だ

とちょっと見づらいということがございますの

で、全てテキスト、横書きのものに全部置き換え

て資料をお渡ししている状況です。 

これを皆様にお配りする段になったときには、

またご意見を伺いながら、どのように提示したら

いいか検討してまいります。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

よろしいでしょうか。 

それでは、学識委員の植松委員、ご意見がもし

あたりましたら頂きたいのですが。 

＜植松副会長＞植松です。 

特に僕からは、皆さんの意見を聞いてお話しし

たいなと思っているので、今のところ気になると

ころはありません。聞こえない当事者としては。

以上です。 

＜盆子原会長＞それでは、ただいまありましたご

意見を踏まえて、修正案については私にご一任い

ただき、本アクションプランを協議会として区長

に答申したいと思っております。よろしくお願い

いたします。 

 

４ その他 

 

＜盆子原会長＞続きまして、次第４の「その他」、

プール用おむつ着用によるプール利用について、

事務局より説明をお願いいたします。 

＜原田スポーツ振興課長＞スポーツ振興課長の

原田でございます。 

それではご説明させていただきます。 

前々回の審議で、おむつが取れないお子様がプ

ールに全くは入れなくて、多少おむつが取れてい

ないことも入れるようなプールがあるといいの

ではないかというご意見を頂戴いたしました。 

前回の協議会で、区としては東京都障害者総合

スポーツセンターの利用条件をご確認の上、同セ

ンターを利用していただきたいとご説明をさせ

ていただいたところでありますけれども、便が漏

れないタイプのおむつを着用してプールを利用

することができるのではないかという新しい視

点をその際頂戴いたしましたので、もう一度調査

するということでご発言があったかと思います。 

こちらにつきましては、申し訳ございません、

まだ事務局で調査をしている最中でございます。

特別支援学校の先生ですとか、各方々のご意見を

伺いながら、どのようなことがいいのかというと

ころを調査している最中でございますので、正直

申し上げてまだ結論に至っておりません。次回の

審議会で結果をご報告できればと思っておりま

すけれども、申し訳ございませんが、今回の協議

会につきましては、まだお答えできないというと

ころでございます。 

以上でございます。 

＜盆子原会長＞ご説明ありがとうございます。 

佐藤委員から第４回の会議からの継続審議と

なっております。次回にまた引き続きということ

になっておりますけれども、ただいまの説明につ

いてご意見やご質問などがございましたら挙手

をお願いいたします。 

＜永島委員＞花畑学園の永島です。 

この件についてご依頼を頂いて、本校でも今週

から水泳指導が始まっておりますので、現状につ

いて学校の中と、水泳指導が始まる前に障がい者

の水泳指導を NPO で行っている方の研修を受け

る機会が毎年ありますので、その際に状況をお伺

いすることができました。 

現状から申し上げれば、学校では、区からお話

のあったビニール素材のおむつを使っている方

は今いらっしゃらないです。学校の対応としては、

ぎりぎりまでおむつをつけていますけれども、プ

ールに入る際は、さっと外して活動しています。

それで全く問題がないかといえば、年に数回です

が、便が漏れるということは当然ありますし、体

調が悪くなって嘔吐するというようなことも当

然あります。恐らく一般のプールでも、そういっ

た方はいらっしゃることはあるんじゃないかな

と想像しますので、速やかに利用者の方を上げて

いただいて対応して、薬液を入れてという対応を

学校としては数値に基づいて基準値に達したと

ところで再開するという形を取っているのが現

状でございます。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

佐藤委員、いかがでしょうか。 

＜佐藤委員＞私のほうでも、そういったビニール

タイプの漏れないような水着を着用している方

はいないですかねということで周りの人には聞

いたのですけれども、そういう水着を使っている

人はいらっしゃらなかったのですが、ただ、便が

漏れないようにということで、紙おむつというか、

幼児が使っているような水遊び用おむつを学校

時代もそういえば使っていたなと思いまして、弁

漏れを防ぐものと水着という感じで、二重にして

学校では入れていただいていたりしたなと思い

まして、区民プールとなると、便だけでなく尿漏
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れなんかも周りの方は気にされるので、排せつの

コントロールできない方は一律駄目ということ

にはなってしまっているのが現状なのかなとは

思うのですけれども。逆に赤ちゃんなんかも入れ

ないのかなと思うのですけれども、おむつが取れ

ていない乳幼児も区民プールは現在入れないん

ですよね。 

それでちょっと思ったのですけれども、一般の

プールとかスイミングセンターみたいなところ

は赤ちゃんプール教室なんかもあるので、そうい

うところは多少の漏れはオーケーなのかどうな

のかなと思ったのですけれども。また温水プール

というものと普通の水だけというもので、何かあ

ったときの後の対処の仕方の大変さが全然違う

んだろうなとは思います。 

あとは、それこそ障がい者通所施設のほうで、

区外の通所施設だと自前のプールがあったりす

るので、そういうものがあれば大人になっても入

れるなと思ったりしました。何かすみません。取

り留めなくなってしまって。 

＜盆子原会長＞現状をいただきまして、ありがと

うございます。 

先ほど永島委員からも、ある程度の基準を達し

ていることがまず必要だということではありま

すけれども、何かしらいろいろな状況の中で、そ

れが対応できるような場面ができればなという

ふうに思っておりますが、これはまた引き続き審

議ということにさせていただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

このことに関して、ほかにご意見がありますで

しょうか。 

なければ、次のスペシャルクライフコートフェ

スティバルの実施報告について、事務局よりご説

明をお願いいたします。 

＜原田スポーツ振興課長＞こちらは資料がない

のですけれども、申し訳ございません、口頭でご

説明させていただきます。 

スペシャルクライフコートフェスティバルは、

障がいのある方や子どもたちを中心として、誰も

が気軽に運動・スポーツ・レクリエーションを楽

しめるイベントとして、毎年４月 29 日の祝日に

開催しております。今年で４回目の開催となりま

したけれども、前日に雨が降りまして、総合スポ

ーツセンターのグラウンドの状況があまりよく

なかったのですけれども、何とかぬかるみを避け

てサッカー体験も行うことができました。 

例年、北澤豪さんにトークショーを実施してい

ただいておりますけれども、今回は車椅子ラグビ

ーの池崎さんをお招きして、北澤さんと対談形式

のトークショーを行いました。そのほかにも多く

のパラアスリートの方にご参加いただきまして

パラスポーツ体験を実施いたしました。 

特に今年はデフリンピックが開催されますの

で、足立区ゆかりの選手にお越しいただきまして、

ステージでのトークショーですとか体験会を行

っていただきました。また、東京都さんに PR ブ

ースを出展いただいたりですとか、足立区のデフ

リンピック応援隊として、ビュー坊という足立区

のキャラクターがいるのですけれども、ビュー坊

を使ってデフリンピックの PR を実施いたしまし

た。 

また、今年の新たな取組といたしまして、キッ

チンカーをお呼びしたりですとか、福祉作業所の

方々に物販をしていただいたりですとか、そうい

ったことをして、さらに盛り上げをさせていただ

きました。会場の総合スポーツセンター周辺に昼

食を取る場所が少ないというところで、試験的に

実施させていただいたのですけれども、こちらも

好評で、多くの方にお楽しみいただけたのではな

いかなと思っております。 

ほかにも、体験メニューにつきましても、昨年

度とは異なるメニューを取り入れるですとか、少

し工夫をさせていただきまして実施いたしまし

た。 

来場者数につきましては、正確ではないのです

けれども、感覚的には昨年より少し減ってしまっ

たのかなと感じました。ただ、こちらのイベント

ですけれども、障がい者の方をメインターゲット

としておりますので、来場された方はゆっくりと

お楽しみいただけたのではないかなと思います。 

アンケート結果は私も見させていただきまし

たけれども、障がい者の方を含む多くの方から、

「楽しかった」「また来たい」というお声を頂き

ました。 

簡単ですが、以上でございます。 

＜盆子原会長＞ご説明ありがとうございました。 

毎年、慣例といいますか、恒例のイベントでご

ざいますが、私はいつも行きたいなと思っていた

のですが、授業等でありまして学生も行けないよ

うな状況で、少し日程が変わればなとは思ってお

ります。 

それでは、本審議会の委員の中から運営側とし

て参加されている方がいらっしゃいますので、感

想などを伺えればなと思っております。 

鵜沢委員、よろしいでしょうか。 

＜鵜沢委員＞ADISC代表の鵜沢です。すみません、

油断しておりました。 

私、ふだんは就労支援施設ウィズユーというと

ころで施設長をしています。当日はうちの作って

いるパンを販売させていただきました。中島委員

のところのドライフルーツも一緒に出展しまし

た。 

当日は雨が心配されたのですけれども、逆にお

天気がよすぎてしまって、テントは用意してもら

ったのですが、意外と日差しが強くて、食事する

座席はあったのですけれども、日をよける場所が



6 

 

ないというところで、来場者の方たちが日傘を差

してご飯を食べているところがちょっとつらか

ったのかななんていうのは感じますので、次年度

以降、お天気になった際の日陰の確保というのも

考慮していただけるといいのかなと思いました。 

私も４年ずっと参加させてもらっているので

すけれども、グラウンドの使用をもう少し活発に

できればいいのかなと思いました。先ほどご説明

にもありましたパラスポーツをメインにしてい

るということもあったのですけれども、パラスポ

ーツメインじゃない人たちも来てくれて、パラス

ポーツに触れるというふうにしても来場者を増

やすためにはいいのかなと思いました。そのため

にももっとグラウンドに、近隣のアスリートたち

の試合を組むとか、パラスポーツにふだん接して

いない人たちを呼び込むプランがあると、もっと

もっと来場者も増えるのかなと思いました。です

が、とても楽しいイベントですので、また次回も

参加させていただければなと思いますので、よろ

しくお願いします。ありがとうございます。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

日陰がないというのは、前の会議でもありまし

たね。また継続して少し改良していただければと

思っております。 

また、パラスポーツ以外というところでのいろ

いろな方がそこで集まる機会があったらと思っ

ております。そうすると障がいに対する理解が深

まっていくということになると思います。ありが

とうございます。 

中島委員、よろしいですか。 

＜中島委員＞西伊興ひまわり園で施設長をして

おります中島と申します。 

今回初めてイベントに参加させていただいて、

うちの法人では谷在家福祉作業所も出展させて

いただきました。ただ、今回、ご利用者は参加し

ておりませんでしたので、次回はぜひご利用者も

一緒に販売をさせていただければと思っており

ます。 

本当にお天気がすごくよくて暑いぐらいで、熱

中症対策をしないと、うちの利用者さんだとかな

り体に負担がきちゃうかなと思うぐらい、いい天

気ではあったので、販売もおかげさまでたくさん

売ることができました。 

暑さだけじゃないのですけれども、うちの法人

のご利用者さん、ご家族、ほかの施設の方もたく

さん来ていましたので、いろいろなコミュニケー

ションもそこで取れたりとか、いろいろなお声か

けを頂いたりとかしました。ただ、中を見る機会

がちょっと取れなかったもので、次回はどういっ

たイベントだとか、関わりをいろいろな方とつけ

られればなと思いました。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

利用者は多くの方がいらっしゃって、700人と

お話をなさっていたのですけれども、どのぐらい

今回いらっしゃったのでしょうか。 

＜中島委員＞うちの法人全体で 700 名ぐらいが

通所されているのですけれども、西伊興ひまわり

園は、実際は 40 名程度が通所されています。い

ろいろなイベントにも参加させていただいてい

るので、そのときそのときで利用者の人数は違う

のですけれども、実際に自分で作ったものを販売

したいという方は多くいらっしゃいますので、そ

ういった機会をこれからもつくっていきたいな

と思っていますので、今後ともよろしくお願いし

ますということです。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

次に中村委員、よろしいでしょうか。 

＜中村委員＞皆さん、おはようございます。よろ

しくお願いいたします。 

私も４年間、このスペシャルクライフコートフ

ェスティバルに運営側として足立区の皆さんと

活動させていただいていて、我々東京ヴェルディ

としていつも思っていることは、お互いが認め合

う場になったらいいなと思って一緒に活動させ

ていただいています。 

その中で、今年、活動としてすごくよかったな

という点で言うと、学生ボランティアの皆さんが

数多く入っていただいて活動を行いました。昨年

までは、なかなかボランティアの方々が入ってい

なかったのですけれども、今年から入っていて、

パラアスリートの皆さんと学生との関わり、あと

はこの活動にお客さんとして来た障がいのある

方々との関わりだったとか、そういうところもと

ころどころで見えて、非常にコミュニケーション

が取れていてよかったなというふうには感じま

した。 

私も日差しのところをすごく気になっていて、

熱中症対策というところでも、かなり今後しっか

りやっていかないといけないところになってい

くのかなと思うので、例えば体育館の中をもう少

しうまく使っていくとか、例えばクライフコート

体育館、うまく時間を設定していくとか、あとは

この活動自体の時間帯をどうしていくとか、そう

いったところも皆さんと話しながら決めていけ

たらいいなと思っております。 

スペシャルクライフコートフェスティバルと

いうところで言いますと、今までは運動だけだっ

た。そこから販売のほうにも少しずつ活動がなっ

ていって、最終的には障がいのある人たちが活躍

する場になっていったらいいなと私たちは思っ

ています。例えば販売だったり、発表する場だっ

たり、ADISCさんとどこかの試合があるとか、そ

ういった障がいのある人たちのいろいろなスポ

ーツ団体があるかなと思うので、皆さんの発表の

場になっていって、今日は中島先生や皆さんもい

らっしゃっていますけれども、近くには花畑学園
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さんも足立特支さんもいらっしゃるかなと思う

ので、足立区には大学もたくさんありますし、み

んなが集まってお互いを認め合う、そういう時間

にできたらいいなと思って関わっております。以

上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

学生ボランティアのことがありましたが、藤後

委員、どうですか。 

＜藤後副会長＞東京未来大学の藤後です。 

３年間、私も関わらせていただいております。

１年目は教員だけで行って状況を拝見しました。

２年目は授業として学生を連れて行ったんです。

今年はボランティアの募集を足立区でしていた

だいたので、10 名ほどボランティアとして派遣

というか、行ってもらいました。今年度は教員の

ほうで日程が合わなかったので、帯同なしで足立

区さんにお任せをして対応していただいた次第

です。交通費も出していただきました。 

学生の感想を、ちょうど昨日聞いたのです。そ

うしたら、どの学生もすごく勉強になったという

話をしていました。終日、ある意味拘束時間がか

なり長かったので、私としてもどうかなという心

配もあったのですけれども、ほぼ全員、とても勉

強になったし、具体的にどういうところが勉強に

なったかといいますと、まず子どもさんであった

り、障がいを持っている方々との接し方というの

が１点。もう一つは、職員の方々が接している姿

を見ること自体も、とても勉強になったと言って

いました。最後に、学生の素朴な感想として、運

動そのものが楽しかったという話もしていまし

た。車椅子に乗らせてもらってボールを置くのが

こんなに難しいのかというような話もしていま

した。昨日、授業でちょうどパラスポーツの内容

を扱って、足立区のこのアクションも紹介したの

です。そういう中で、学生自体も興味をだんだん

持ってき始めていますので、来年以降もぜひ、ボ

ランティア募集も含めてお願いできたらと思い

ます。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

＜植松副会長＞植松です。 

私、今年ちょっと行けなかったんだけれども、

今年のスペシャルクライフコートフェスティバ

ルのインターネットを検索してみると、東京ヴェ

ルディさんの発信力がすご過ぎる。僕は何が言い

たいかというと、足立区のＸもすばらしいよ、発

信している。それだけでいいんですかというのは、

ちょっと寂しい。足立区といえばスペシャルクラ

イフコートフェスティバルだよね、一大イベント

だよねというのは僕にも伝わってきています。３

年前に行きました。来場者数がちょっと減ってい

るみたいな言い方をしていましたけれども、これ

だけ集まっている団体さんはいっぱいいるわけ

ですから、皆さんにも力をお借りして発信してい

く。活動報告は何か足りないんじゃないと思っち

ゃうぐらい。こんなことが楽しかったよというの

を話レベルじゃなくて、どんなふうに接して、体

験できたのか。足立区長が障害者協会のほうもぜ

ひとも手話教室をやるとか、今年はデフリンピッ

クで、足立区在住の選手２名がデフリンピック体

験としてブースを設置してくれたのはすごくう

れしいし、その選手の２人も SNSで発信してくれ

たのも知りました。その２人の選手も発信する、

プラス足立区聴覚障害者協会とか、それぞれの団

体さんも、こんなことをやっているというのをも

っと発信してもいいんじゃないかなというのと、

もう一つ、僕が分かっていないだけなんですけれ

ども、初級パラスポーツ指導員養成講習会は、ス

ペシャルクライフコートフェスティバルにも一

緒に組み込んでいますかという質問をしたい。 

＜岩田パラスポーツ推進担当係長＞初級パラス

ポーツ指導員の資格を取るためのプログラムと

いうのが決まっていまして、資格を取るためのプ

ログラムは秋に開催しています。資格を取った方

に、スペシャルクライフコートフェスティバルで

ボランティアとして活躍していただいています。 

＜植松副会長＞ありがとうございます。すばらし

いと思います。こういう場所で実体験、経験を積

み上げていく場所みたいなもの、皆さん１つの場

所に一斉に集まるわけですから、今のお話を聞い

ていると、いろいろ接してすばらしかった、楽し

かった、学びがあるというのは、初級パラスポー

ツ指導員としても、座学じゃなくて、しっかりみ

んな接して学びになるというのが一番だと思っ

ているので。僕たちの手話も、やはり触れないと

覚えることはできないから、英語を覚えるのと同

じように、いろいろな言語があっていいと思うの

で、もっと人数が増えていけるように、減るんじ

ゃなくて増えていくように仕組みをうまく巻き

込んでくれるといいかなと思います。東京ヴェル

ディさんばかり頑張っちゃ駄目よ。失礼しました。 

＜原田スポーツ振興課長＞植松委員、ご意見あり

がとうございます。おっしゃるとおり、このイベ

ントは、これだけ多くの皆様にご協力いただいて、

お力をいただいておりまして、結果的にとてもい

いイベントになっておりますので、こちらの情報

発信につきましては、区としてもヴェルディ様に

負けないぐらいに頑張っていきたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。以上でござ

います。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

＜加藤委員＞足立区ろう者協会の加藤です。 

 今、パラスポーツの指導員について、講習会に

私は通っています。何のために手話があるのか、

耳が聞こえない方のためのスポーツのルール、い

ろいろな種目があります。もっとそれを広げたい、

呼びかけていきたいと思っています。私だけが参
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加するのではなく、例えばバレーボールのルール

ですとか、陸上、サッカー、それぞれに手話表現

があるのですね。ルールの手話表現もあります。

それについても分かってもらいたい、より広めて

いきたいと思いました。 

また、今年の４月 29 日、イベントには参加で

きませんでしたが、植松さんから、手話教室や今

後 11 月にデフリンピックがあります。海外から

たくさんのアスリートが来ます。なので、日本手

話だけではなく国際手話など、あと誰とでも通じ

合えるような、ゼスチャーも含めて、そういう表

現も広めていきたいと思います。「おなかがすい

た」とか、挨拶とか、そういうものですね。目を

見て視覚的に理解できるようなもの。今までなか

なかそれができていなかったと思うので、今後イ

ベントの中で手話教室など立ち上げていければ

なというふうに私としても思っています。ありが

とうございます。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

前回の第５回会議の中で、植松委員から、支援

人材の育成というところで、初級パラスポーツ指

導員養成講習会に、もう一つ手話の体験型講習会

を設けたほうがいいんじゃないかというご意見

もありました。これも継続して審議していけたら

なと思っております。手話によっていろいろなこ

とを表現できるような場があれば、またそれによ

っての支援体制が深まっていくんじゃないかな

とは思っております。よろしくお願いいたします。 

以上ではございますが、何かそのほかご意見が

ございましたら。 

なければ、事務局からお願いいたします。 

＜原田スポーツ振興課長＞続きまして、事務局よ

り情報提供させていただきます。 

先ほど加藤委員からもお話がありましたよう

に、今年度はデフリンピックがございます。そち

らの取組につきましてご報告でございます。 

まず、直近６月７日、８日に足立区で実施され

ましたしょうぶまつりに、デフリンピックの PR

展示ブースを出展させていただきました。こちら

は東京都からデフリンピック関する映像を提供

いただいて、テレビで放映したりですとか、デフ

リンピックに関する簡単なクイズを作りまして、

回答された方にデフリンピックのオリジナルグ

ッズですとか、足立区のキャラクターのオリジナ

ルグッズをお渡しするなどの啓発を行いました。

クイズの内容としては、「柔道・空手の開催場所

はどこでしょうか」「東京武道館」みたいな簡単

なクイズと、クイズに答えていただきながら周知

するという内容にしておりました。 

また、ブースに立ち寄っていただいた方々に、

選手への応援メッセージをホワイトボードに書

いていただいて、写真撮影というのもやらせてい

ただきました。こちらは 100 名ぐらいの方にご協

力いただいておりますので、こちらもどこかのタ

イミングでデフリンピックの PR などで紹介して

いきたいと思っております。 

また、今後の予定についてですけれども、こち

らはまだ案といいますか、検討段階のところでは

ございますけれども、そちらを含めてご紹介させ

ていただきます。 

まず１点目、足立区ゆかりのデフアスリートの

３名の方にインタビューを行いました。こちらの

インタビューの一部は、７月の「教育だより」に

掲載する予定です。また、インタビューの全文を

足立区ホームページに掲載する予定でございま

す。 

また、少し先にはなるのですけれども、８月２

日（土曜日）に、足立区役所の庁舎ホールとアト

リウムで、デフアスリートの講演会とワークショ

ップ等を企画しております。こちらも詳細が決ま

りましたらお知らせいたしますので、ご協力お願

いいたします。 

先ほど加藤委員からもお話がありましたけれ

ども、デフリンピックを通じて手話を理解してい

ただきまして、こちらをきっかけとしてどんどん

手話についての理解が広がっていければなと区

としても考えておりますので、皆様のご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

＜盆子原会長＞ご説明ありがとうございます。 

それでは、ただいまの説明についてご意見やご

質問などがございますでしょうか。ある方は挙手

をお願いいたします。 

＜植松副会長＞植松です。 

せっかく今デフリンピックの話を出してくれ

たので、ちょっと触れたいんですけれども、原田

さん、１つ手話を出してもらっていいですか。知

っている手話は何ですか。（手話で「ありがとう」）

皆さん、これは何の手話だか分かりますか。目の

見えない方には申し訳ないのですけれども、今や

ったのを動かしもらっていいですか。これはどう

いう意味ですか。「ありがとう」ですよね。この

「ありがとう」だけでも、僕はみんなが使ってく

れたらすごくうれしいし、ぜひとも１つ言葉を増

やしてくれたらいいなと思っています。皆さん使

わないと、デフリンピックなんて行かないからね。 

そもそもデフリンピックは 11 月何日に開催さ

れると思いますか。知らないと思う。中村さん、

11 月のいつからいつまでですか。 

＜中村委員＞11 月中に開催されます。 

＜植松副会長＞もう、あかんやん……。11 月 15

日～26日。足立区は東京武道館。東京武道館で合

っていますよね、言葉は。東京武道館で空手と柔

道。ここにいる委員の皆さん、絶対行ってくださ

い。なぜなら、聞こえない人と聞こえる人と一緒

になって運営する方法が全部そこにあるからで
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す。聞くんじゃなくて、見るかですよね。どうや

って見て、危険性をちゃんと守るか。どうやって

運営が成り立つのか。柔道と空手はどうやってう

まく競技が成り立つのか。審判員と選手同士の関

わり方は、どうやって接したらいいのか。普通は

接しちゃいけないんですよ。「止まれ」「やめ」

と言うときもデフリンピックなりの接し方があ

る。これってデフリンピックだけじゃなくて、デ

フリンピックの後にも、足立区のまちづくりにも

絶対生かされるはずなんですよ。それは聞こえな

い人、聞こえづらい人に対する、まちの中で必要

な整備がヒントとして隠されているからなので

すよ。デフリンピックはスポーツじゃなくて、ス

ポーツからこのまちの中に落とし込んでもらう

といいのかなという視点を持ってほしいなと思

っています。というのがデフリンピックの後の共

生社会の考え方になるかなと思っていますので、

足立区の職員の皆さん全員、東京武道館集合。僕

は絶対行きますからね。岩田さんがいなかったら、

ちょっと反省会だよ。いいですか。 

 以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

＜加藤委員＞足立区ろう者協会の加藤です。 

植松さんがおっしゃったとおり、いつもスポー

ツに関する音声の合図については、耳の聞こえな

い人たちは別の方法を使っています。パトライト

という明かりを使ったりとか、そういうものを活

用しているのですね。デフリンピックが終わった

後に、これはどう活用するのか。災害など起きた

ときに、すぐに知らせるためのもの。音声だけで

知らされても分からないのですね。看板で「危な

い逃げろ」とか、目で見て分かる方法にしてほし

い。音声の放送だけでは、聞こえない人たちは何

も分かりません。先ほどの共生社会を目指す、誰

でも分かる方法、安心して生活できる方法という

のを求めています。ぜひ皆さん、デフリンピック、

東京武道館にお越しいただければと思っていま

すので、よろしくお願いします。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

一人一人が感じるということ、感じなければ共

生社会は実現しないのだということですね。非常

に深い話でございますが、ぜひ私も参加したいと

思っております。ありがとうございます。 

＜齋藤委員＞つばさの会の齋藤と申します。 

今トランポリンをやっております。スペシャル

クライフコートフェスティバルにはトランポリ

ンは参加していませんが、トランポリンは健常の

方から重度の障がいの方まで、みんな取り組める

スポーツとして私は自負しています。ですので、

ぜひこのスペシャルクライフコートフェスティ

バルにトランポリンも参加させていただけたら

いいなと思っております。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

つばさの会は３月の末にトランポリンの大会

がございまして、ネットでもいろいろ好評だった

ようです。ありがとうございます。 

そのほかございますでしょうか。 

＜中島委員＞すみません。１点思い出しまして、

スペシャルクライフコートフェスティバルで。 

うちの法人のご利用者さんも顔を出していた

だいたのですが、ほとんどの方がご家族と来てい

ました。障がいが重くて自分一人ではもちろん来

られませんので、そういう様子を見ていると、以

前に佐藤委員もお話があったと思いますが、移動

支援の月 16 時間の幅の部分ですとか、そういっ

たところで行動援護というところもあるとは思

うのですけれども、やはりそこに割ける時間が限

られていると改めて実感いたしました。なので、

そこの制限が少しでも広がれば、そういったイベ

ントとかにも移動支援のヘルパーさんを使って

参加できるのだろうなというのを感じましたの

で、もし可能であれば、そういったところもご検

討いただければと思っております。なので、場所

があっても行けないということが現実的にはあ

るんだろうなと思っております。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

これは前回の会議でもございましたね。それに

ついては何か事務側のほうでありますか。 

＜伊東委員＞福祉部長でございます。 

前回、移動支援のところの時間数の絡みで、そ

のときはスポーツの話で、スポーツそのものに使

えるのですかというご質問だったと思うのです

けれども、その点からお話すると、スポーツその

ものに移動支援のガイドヘルパーさんに一緒に

来てもらって、スポーツを一緒にやるということ

はちょっと難しいのが現状です。やはり専門性も

必要になってきますので。 

今お話にあった時間制限、16 時間というとこ

ろ。また、これは自治体によってまちまちの部分

がございます。足立区より多いところもあれば少

ないところもあるというのも現状です。これを増

やしてほしいというご要望を頂いているのも、過

去からそれはあります。私たちも、ガイドヘルパ

ーさんをご利用される方々の行動というところ

を少しでも増やしていきたいという思いはあり

ます。ですので、一朝一夕にはいかないのですけ

れども、時間数については考えていきたいとは思

っている一方、そもそものガイドヘルパーさんの

育成というところとリンクしてくるので、担い手

になっていただける方がそれほど多くないとい

うところなので、ヘルパーさんを増やす前に時間

数を増やしても、多分需要を満たせないというこ

とにもなってしまいますので、私たちとしても、

時間数を増やすということも念頭に置きながら、

まず担い手であるガイドヘルパーさんたちの育

成支援というところに取り組んでいきたいと思
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っています。これも従前からずっと福祉部の中で

言っていて、遅々として進んでいないのも事実な

のですけれども、障がい者計画の中にも育成とい

うことはうたっているので、私たちとしても引き

続き、どのような方策で増やしていけるかという

ところに取り組んでいきたいと思っています。以

上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

育成ということと同時に、そういったケースに

おいてどういうふうにそれを考えていくかとい

うことだと思いますが、継続してご審議のほど、

よろしくお願いいたします。 

＜伊東委員＞承知しました。 

＜盆子原会長＞どうぞ、佐藤委員。 

＜佐藤委員＞佐藤です。 

今ちょっと関係する話が出てきたので、先ほど

のアクションプラン案のところで気になってい

たのですけれども、25 ページ、26 ページの「障

がいのある方への移動サポート制度の検討」は

「取組内容検討中」としか書かれていないのです

けれども、これでアクションプラン完成というこ

となのでしょうか。 

＜盆子原会長＞お願いします。 

＜岩田パラスポーツ推進担当係長＞こちらにつ

いては、一旦はこの記載のままで完成というふう

に考えております。 

＜原田スポーツ振興課長＞スポーツ振興課長で

す。 

今検討させていただいている中で、できていな

い状況でございますけれども、見直しの機会のと

きに改めて検討させていただきまして、盛り込め

ればなと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

＜盆子原会長＞以前の会議で、学生のボランティ

アとかという話もありましたけれども、何といい

ますか、学生としての時間的な忙しさというのは

ございまして、スペシャルクライフコート、こう

いったところでのボランティアを通して、だんだ

んそういった理解が深まってくれば、この問題も

少し変わっていくんじゃないかなとは思ってお

ります。引き続き、これについては検討事項とさ

せていただきたいと思います。よろしいでしょう

か。 

＜藤後副会長＞私も大学教員としてお伝えでき

ればと思ったのですけれども、ガイドヘルパーの

養成を多分、情報も含めて学生に伝えておくのは

いいのではないかと思ったのです。これは前、原

さんから教えていただいたのですけれども、共生

社会であったり、障がいというところに興味を持

っている学生はいっぱいいるんです。ただ、先ほ

ど先生がおっしゃってくれましたけれども、時間

がなかなか取れないとか、バイトも授業もという

ような形で取れないというのが現実です。ですが、

資格が取れるとか、具体的に彼らにとっても今後

につながるようなものを提示してあげることに

よって、もしかしたら興味を持って受講する。そ

してその後のアクションにつながっていくとい

うこともあり得ると思いましたので、大学とのガ

イドヘルパー養成の情報に関する連携というと

ころも、もしかしたら１点、今後検討しても面白

いかなと思いました。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

そのほかございますでしょうか。 

いろいろとご意見を頂きましてありがとうご

ざいます。 

本日の協議事項は以上となります。 

事務局に司会を戻したいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

５ 次回日程について 

 

＜原田スポーツ振興課長＞盆子原会長、ありがと

うございました。 

皆様、長時間のご審議、どうもありがとうござ

いました。 

 続きまして、次回の日程のご報告でございます。

次回は９月１日（月曜日）午前 10 時より、本日

と同じ、こちらの会議室で行いたいと思います。 

１か月ほど前には開催の通知をお送りさせてい

ただきまして、２週間ほど前には会議資料をお送

りしたいと思っております。お忙しいところ大変

恐縮ですけれども、次回もぜひご参加をよろしく

お願いいたします。 

 最後に事務連絡が２点ございます。 

 １点目でございます。会議の冒頭でご説明いた

しましたけれども、事前に第５回の議事録をお送

りしております。ご自身のご発言のところを中心

にお読みいただきまして、内容の修正等がござい

ますしたら事務局までお申し出ください。 

 ２点目でございます。お車でお越しの方は無料

の駐車券をお渡ししておりますので、出口におり

ます係員にお声がけください。 

 それでは、以上もちまして本日の推進協議会を

終了いたします。どうもありがとうございました。 

お忘れ物にお気をつけくださいませ。 

＜盆子原会長＞ありがとうございました。 

 


